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中
川
喜
雲
は
い
う
ま
で
も
な
く
、

『京
童
』
な
ど
の
名
所
記
で
著
名
な
近
世
初
期
の
作
家
で
あ
る
。

板
本
に
な
っ
た
喜
雲
の
著
作
は
、

明
治
以
後
す
べ
て
活
字
化
さ
れ
て
お
り
、
更
に
近
年
に
な
り
す
べ
て
複
製
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
勿
論
、
こ
の
よ
う
な
現
象
が
あ
る
か
ら
と

い
っ
て
ス
ト
レ
ー
ト
に
喜
雲
を
持
ち
上
げ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
近
世
初
期
の
作
家
の
第

一
人
者
と
目
さ
れ
る
浅
井
了
意
と
肩
を
並
べ
る

存
在
と
ま
で
は
い
え
な
く
と
も
、
こ
の
時
期
の
重
要
な
作
家
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

喜
雲
に
関
す
る
主
た
る
論
考
は
水
谷
不
倒
氏

「中
川
喜
雲
」
（
新
撰
列
伝
体
小
説
史
前
編
し
、鈴
木
行
三
氏

「中
川
喜
雲
」
「
棚
紬
近
世
作
家

大
観
』
第

一
巻
所
収
）
、松
田
修
氏

「中
川
喜
雲

・
あ
る
名
所
記
作
家
の
場
合
」
「
日
本
近
世
文
学
の
成
立
』
所
収
）、近
世
初
期
文
芸
研
究
会

「中

川
喜
雲
の
文
壇
進
出
と
貞
徳
夢
想
百
韻
出
版
の
事
情
」
「
貞
門
俳
諧
自
註
百
韻
―
翻
刻
と
研
究
―
』
所
収
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に

後
の
二
論
は
卓
越
し
て
お
り
、
中
川
喜
雲
に
つ
い
て
は
言
い
尽
さ
れ
て
い
る
感
が
す
る
。
新
資
料
も
な
く
、
松
田
氏
の
描
く
中
川
喜
雲
の

世
界
を
崩
す
よ
う
な
私
見
を
持

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
少
し
付
け
加
え
る
べ
き
と
こ
ろ
も
あ
る
か
と
思
う
の
で
、
こ
こ
で
は
断
片

的
に
私
見
を
記
す
の
み
。
覚
書
と
題
す
る
所
以
で
あ
る
。

生
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∧
没
年
及
び
家
系

に
つ
い
て
∨

松
田
修
氏
に
よ
れ
ば
、
角
田
竹
冷
閲
、
牧
野
望
東

・
星
野
麦
人
共
著

『
俳
諧
年
表
』
（明
治
二
十
四
年
刊
）
に
、
中
川
喜
雲
が
北
村
季
吟

門
で
宝
永
二
年
十
月
二
日
、
享
年
七
十
、
で
没
し
た
と
い
う
記
事
が
載
せ
ら
れ
、
以
後
の
喜
雲
に
関
し
て
触
れ
る
書
は
、
こ
の
没
年
、
享

年
を
踏
襲
し
て
、
通
説
と
化
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
根
拠
が
不
明
な
こ
と
と
、
通
説
で
は
二
十
四
歳
に
過
ぎ
な
い
万
治

二
年
刊
の

『
私
可
多
咄
』
に
、　
コ
日
予
弱
冠
の
こ
ろ
、
愚
父
と
さ
が
に
ま
か
り
し
事
有
」

と
二
十
歳
頃
の
出
来
事
を
懐
古
的
に
表
現
し
て

い
る
こ
と
な
ど
に
疑
間
を
も
た
れ
、
氏
は
喜
雲
の
著
作
に
あ
ら
わ
れ
る

「若
冠
」
「壮
年
」
「老
の
身
」
な
ど
の
語
を
詳
細
に
吟
味
し
て
、

「宝
永
二
年
、
七
十
歳
没
」
よ
り
割
り
出
し
た
喜
雲
の
年
令
と
は
餌
嬬
を
き
た
す
と
い
う
結
論
を
出
し
た
。
そ
の
結
果
、
従
来
生
年
を
寛

永
十
三
年
と
し
て
い
た
の
を
十
年
程
繰
り
上
げ
、
寛
永
三
年
頃
と
す
る
が
適
当
と
さ
れ
た
。
こ
の
見
解
は
、
そ
の
後
岡
雅
彦
氏
の
賛
同
が

あ
吋
）
現
在
で
は
松
田
氏
説
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
私
も
ま
た
こ
の
説
に
賛
意
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
竹
冷
閲

『
俳
諧

年
表
』

以
前
に
も

「
宝
永
二
年
十
月
二
日
七
十
没
」
が
あ
り
は
し
な
い
か
と
調
査
し
て
み
た
。
す
る
と
、　
大
野
洒
竹
編

「俳
諧
年
表
」

（俳
諧
文
庫

『
芭
蕉
以
前
俳
諧
集
上
巻
』
所
収
、
明
治
三
十
年
刊
）
に
も
季
吟
門
と
し
て
同
様
の
記
事
が
見
出
せ
る
し
、
更
に
遡
っ
て
三
浦
若

海
の

『俳
諧
人
物
便
覧
』
（都
立
中
央
図
書
館
東
京
誌
料
蔵
）
に

喜
雲
　
　
中
川
氏
　
山
桜
子
　
季
吟
門
　
士ム
州
広
島
人
　
後
住
京
　
宝
永
二
年
十
月
二
日
卒
　
七
十

と
あ
る
。
『俳
諧
人
物
便
覧
』
は
写
本
と
し
て
流
布
す
る
の
み
で
、
成
立
年
も
不
明
で
あ
る
が
、
明
治
二
十
年
以
前
に
成
立
し
て
い
た
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。
記
事
の
体
裁
が
い
ず
れ
も
似
て
い
る
の
で
、
若
海
の
記
述
が
洒
竹
や
竹
冷
の
年
表
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
と
思
わ
れ

る
。
喜
雲
の
俳
諧
の
師
を
季
吟
と
す
る
の
は
、
こ
の
書
以
前
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
説
で
あ
り
、
か
た
が
た
洒
竹
な
ど
が

『
俳
諧
人
物
便

覧
』
を
利
用
し
て
い
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
管
見
で
は
若
海
以
前
に
か
か
る
記
事
を
載
せ
る
文
献
は
見
出
せ
な
い
が
、

勿
論
若
海
も
何
ら
か
の
書
を
利
用
し
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。
し
か
し
、
今
は
若
海
の
説
と
考
え
て
お
く
。
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さ
て
、
そ
れ
で
は
こ
の
若
海
の
記
述
は
ど
こ
に
由
来
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
従
来
の
論
に
引
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
丈
石

編

『
誹
諧
家
譜
」
に
は
貞
室
門
と
し
て

中
川
氏
　
士
ム
州
広
嶋
ノ
人
　
後
住
一一京
師
一　
号
二山
桜
子
一　
家
書
有
一一京
童
部
　
同
後
編
一　
没
年
不
レ
詳
　
非
二点
者
一

と
あ
り
、
春
明
編

『
誹
家
大
系
図
』
に
も
貞
室
門
と
し
て

中
川
氏
通
称
吉
左
衛
門
名
重
治

動
篠
薙
髪
シ
テ
喜
雲
卜
号
ス
　
又
山
桜
子
と
称
ス
　
室
史
高
弟
ナ
リ
　
士ム
州
広
島
ノ
人
　
一示
師

二
住

ス
　

（中
略
）
没
年
詳
ナ
ラ
ズ
案
ズ
ル
ニ
延
宝
中
欺
　
寛
文
七
年
跡
追

二
高
年
ナ
ル
ヨ
シ
見
エ
タ
リ

と
、
い
ず
れ
も
没
年
は
不
詳
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

『
誹
諧
家
譜
』
を
具
さ
に
見
て
い
く
と
、
や
は
り
貞
室
門
で
喜
雲
の
隣
に
あ
る
乾

貞
恕
の
項
に

「
宝
永
二
年
乙
酉
十
月
三
日
没
寿
七
十
」
と
の
記
述
を
見
出
す
。
三
浦
若
海
が
記
す
と
こ
ろ
の
、
そ
し
て
当
面
問
題
に
し
て

い
る
喜
雲
の
没
年
月
日
、
享
年
と
全
く

一
致
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
何
と
も
不
思
議
と

『
誹
家
大
系
図
』
の
貞
恕
の
項
を
見
る

と

（前
略
）
元
禄
十
五
年
壬
午
二
月
四
日
没
行
年
七
十
歳
　
上
鳥
羽
邑
実
相
寺
墓
ア
リ
　
家
譜

二
宝
永
二
年
乙
酉
十
月
二
日
没
行
年
七

十
歳

（中
略
）
此
説
甚
イ
ブ
カ
シ

と
、

「
大
系
図
」
は

「家
譜
」
の
記
事
を
不
審
に
思

っ
て
い
る
。

寺
田
貞
次
編

『京
都
名
家
墳
墓
録
」
に
も
貞
恕
の
墓
碑
右
側
に

「
元
禄

十
五
年
壬
午
二
月
四
日
」
と
刻
す
る
と
の
報
告
が
あ
る
の
で
、
「大
系
図
」
の
方
が
正
し
い
と
い
え
る
。
と
す
る
と
、
「家
譜
」
の

「
宝
永

二
年
云
云
」
な
る
記
事
は
、
た
だ
の
誤
り
な
の
か
、
或
い
は
本
来
中
川
喜
雲
の
も
の
を
間
違
え
て
貞
恕
の
項
に
記
し
て
し
ま

っ
た
の
か
、

こ
の
ど
ち
ら
か
だ
と
思
わ
れ
る
の

中
川
喜
雲
の
没
年
を
記
し
た
文
献
が

「家
譜
」
以
前
に
あ
る
こ
と
を
聞
か
な
い
し
、

「大
系
図
」
で
も

不
詳
と
し
て
い
る
の
で
、
前
者
即
ち
、
「家
譜
」
の
編
者
丈
石
の
単
純
な
ミ
ス
で
あ

っ
た
と
考
え
て
い
い
よ
う
に
思
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、

「宝
永
二
年
十
月
二
日
七
十
歳
」
な
る
喜
雲
没
年
説
は
、
丈
石
が
貞
恕
の
項
で
犯
し
た
ミ
ス
の
上
に
、

更
に
三
浦

若
海
が

「家
譜
」
の
貞
恕
の
項
と
喜
雲
の
項
を
見
誤

っ
て

『
俳
諧
人
物
便
覧
』
に
記
載
し
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
と
推
測
す
る
。
そ
れ
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故
、
現
時
点
で
は
喜
雲
の
没
年
、
享
年
は
不
明
と
す
る
の
が
妥
当
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
「大
系
図
」
に
喜
雲
の
没
年
を

「
延
宝
中
欺
」
と
す
る
が
、　
恐
ら
く
そ
の
通
り
で
は
な
か

っ
た
か
。

後
述
の
よ
う
に
、
寛
文
十

一
年
の
歳
旦
二
つ
物
を
貞
室
、
了
味
と
組
ん
で
い
る
の
が
、
喜
雲
の
足
跡
の
最
後
で
あ
り
、
以
後
の
、
西
鶴
編

『
古
今
誹
諧
師
手
鑑
宍
延

宝
四
年
刊
）
な
ど
の
撰
集
に
入
集
し
て
い
る
句
の
製
作
年
代
が
明
確
で
は
な
い
の
で
、
喜
雲
生
存
の
決
め
手
と
は
な
り
得
な
い
。
喜
雲
と
い

う
人
物
、
松
田
氏
御
指
摘
の
如
く
、
名
所
記
や
咄
本
の
範
囲
を
逸
脱
し
て
異
常
と
思
わ
れ
る
程
自
己
の
感
慨
に
筆
を
費
す
こ
と
度
々
で
あ

り
、
生
き
て
い
る
限
り
筆
を
絶

つ
と
は
考
え
難
い
。
し
か
も
喜
雲
は
懇
意
な
出
版
書
卑
を
少
な
く
と
も
二
軒
―
―
秋
田
屋
平
左
衛
門
「
私

可
多
咄
』
及
び

『
案
内
者
』
の
板
元
）
、
八
文
字
屋
五
兵
衛

（『京
童
』
及
び

『
跡
追
』
の
板
元
）
―
―
は
持

っ
て
い
た
し
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
テ
ィ
ッ
ク
な
才
能
も
持
ち
合
せ
て
い
た
。
か
か
る
点
か
ら
、
生
存
し
て
い
さ
え
す
れ
ば
、
新
た
に
何
ら
か
の
書
を
出
版
し
て
い
た
は
ず

と
考
え
て
も
無
理
は
な
か
ろ
う
。
そ
こ
で
延
宝
年
中
没
と
い
う
説
に
私
は
傾
斜
し
て
い
る
。

喜
雲
は
丹
波
国
桑
田
郡
馬
路
村
の
出
身
、

「家
譜
」
、

「大
系
図
」
な
ど
に
広
島
出
身
と
す
る
の
は
後
年
の
広
島

へ
の
田
合
わ
た
ら
い
を

誤

っ
た
も
の
。

名
は
重
治
、
通
称
吉
左
衛
門
、
喜
雲
は
そ
の
号
で
あ
る
。

「家
譜
」
以
下
に
踏
襲
す
る
山
桜
子
な
る
別
号
の
有
無
は
判
然

と
し
な
い
。　
い
つ
の
頃
か
医
学
を
修
業
す
る
べ
く
京
都
に
出
て
来
た

（「一昼
里
」
序
）
。
父
は
中
川
仁
右
衛
門
重
定

翁
私
可
多
咄
』
巻
二
、
貞

室
編

「
玉
海
集
し

と
い
い
、

松
永
貞
徳
に
つ
き
俳
諧
の
点
を
受
け
て
い
た
。

ま
た
茶
人
と
し
て
も
著
名
で
あ

っ
た
小
堀
遠
州
と
面
談
し
て

い
る
よ
う
な
人
物
で
あ

っ
た

（「私
可
多
咄
』
巻
三
）。
し
か
し
遠
州
の
側
か
ら
、
例
え
ば
遠
州
の
主
催
し
た
茶
会
の
記
録
な
ど
か
ら
は
、
重

定
に
関
す
る
こ
と
は
窺
え
な
い
。
重
定
の
生
没
年
も
未
詳
で
あ
る
が
、
馬
路
村
長
林
寺
の
過
去
帳

（原
簿
焼
失
の
た
め
明
治
以
後
の
写
本
し
か

な
い
）
の
寛
文
五
年
の
条
に

秋
月
清
心
信
女

　

〔
妙
〕
　

七
月
五
日
　
中
川
仁
右
衛
門
ツ
マ

夏
山
宗
雲
信
士

　

〔
妙
〕
　

エハ
月
廿
六
日
　
同
仁
右
衛
門
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と
あ
る
。

〔
妙
〕
と
は
妙
雲
庵
の
略
号
で
、

現
存
し
な
い
。　
こ
れ
が
重
定
の
こ
と
な
の
か
決
定
し
難
い
が
、

参
考
の
た
め
に
記
し
て
お

く
。
重
定
は
牢
人
し
て
貧
困
で
あ

っ
た
よ
う
だ
が
、
何
を
生
業
と
し
て
い
た
か
は
定
か
で
な
い
。
恐
ら
く
家
名
を
揚
げ
る
た
め
、
牢
人
が

世
に
満
ち
て
仕
官
の
困
難
な
時
代
で
も
、
比
較
的
仕
官
の
途
が
開
か
れ
て
い
た
医
者
に
仕
立
て
る
べ
く
、
息
喜
雲
を
伴
い
上
京
し
、
医
学

を
修
め
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
医
学
の
師
は
徳
昌
庵
法
眼
慶
雲
と
い
う

（『私
可
多
咄
』
巻
一
じ
。
松
田
氏
は
水
野
慶
雲
の
こ
と
か
と
さ
れ
る

が
、
水
野
慶
雲
は
伊
藤
仁
斎
の
と
こ
ろ
に
出
入
り
し
て
い
る
儒
医
で
、
『京
羽
二
重
』
（貞
享
二
年
刊
）
に
外
科
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
。

少
し
時
代
が
下
り
す
ぎ
る
よ
う
に
思
う
。
近
衛
尚
嗣
の
日
記

『
尚
嗣
公
記
』
寛
永
二
十

一
年
十

一
月
二
十
二
日
の
条
に

今
日
昼
茶
湯
、
法
印
道
作
法
眼
慶
雲
法
橋
歴
庵
道
乙
等
也

と
あ
る
。
や
は
り
儒
医
で
あ

っ
た
法
印
山
脇
道
作
や
儒
者
三
宅
道
乙
な
ど
と

一
緒
に
近
衛
尚
嗣
の
主
催
し
た
茶
会
に
招
か
れ
た
法
眼
慶
雲

こ
そ
中
川
喜
雲
の
師
で
は
な
か

っ
た
か
。
法
眼
位
を
所
持
し
て
い
て
時
代
的
に
も
び

っ
た
り
し
て
お
り
、
堂
上
の
名
家
近
衛
家
に
出
入
り

し
て
い
る
な
ど
如
何
に
も
喜
雲
の
師
に
相
応
し
い
。
後
に
俳
号
と
し
て
使
わ
れ
る
喜
雲
な
る
号
も
、
慶
雲
よ
り
命
名
さ
れ
た
医
者
と
し
て

の
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、

家
名
を
揚
げ
る
た
め
と
先
に
述
べ
た
が
、　
喜
雲
の
述
懐
に
よ
れ
ば
彼
の
先
祖
は
嵐
山
城
主
で
あ

っ
た
と
い
う

（
一昼
量

巻
六
、

「
私
可
多
咄
』
巻
一
じ
。嵐
山
城
に
つ
い
て
は

『
二
水
記
』
、
『
細
川
大
心
院
記
』
、
『香
西
記
』
な
ど
諸
書
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ま
黒
川
道

祐
の

『
雅
州
府
志
』
（貞
一］子
元
年
刊
）

に
載
せ
ら
れ
て
い
る
記
事
の
意
を
つ
ま
む
と
、

永
正
四
年
六
月
に
細
川
政
元
の
家
臣
香
西
又
六
が
政
元
を
殺
し
、
そ
れ
ま
で
養
子
細
川
澄
元
を
嗣
と
し
て
い
た
の
を
廃
し
て
、
勝
手

に
九
条
関
白
尚
経
の
子
を
嗣
と
し
て
細
川
澄
之
と
号
さ
せ
た
。
そ
こ
で
戦
乱
と
な
り
、
香
西
は
嵐
山
に
城
を
構
え
た
が
三
好
長
輝
に

殺
さ
れ
、
澄
之
も
自
害
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
後
嵐
山
に
城
を
構
え
た
者
を
文
献
に
見
出
せ
な
い
の
で
、
喜
雲
の
言
が
事
実
と
す
れ
ば
、
こ
の
香
西
又
六
が

そ
の
祖
先
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
早
く
柳
亭
種
彦
が
喜
雲
の
祖
を

「
香
西
又
六
郎
元
親
」
と
し
て
い
る

（鈴
木
行
三
氏
「械
紬
近
世
作
家
大
観
」
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第

一
巻
所
引
の

コ
昼
邑

柳
亭
書
き
入
れ
）
が
、　
松
田
修
氏
は

「
香
西
氏
は

（中
略
）
丹
波
と
も
馬
路
村
と
も
関
係
は
な
」
く
、　
中
川
家
の

家
系
伝
説
か
も
し
れ
な
い
と
書
か
れ
て
い
る
。

香
西
氏
は
讃
岐
国
の
豪
族
の
雄
で
あ

っ
た
が
、　
領
地
は
讃
岐
国
に
の
み
あ

っ
た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
。

『
香
西
記
』
の

「讃
州
藤
家
香

西
氏
略
系
譜
」
に
、

元
直
　
備
前
守
、
本
領
讃
州
綾
北
条
郡
。
於
二丹
波
一加
二賜
食
邑
一在
京

（後
略
）。

元
継
　
又
六
、
後
号
二備
中
守
一、
本
領
讃
州
北
条
郡
、
輔
二佐
於
細
川
澄
之
一、
而
於
二嵐
山
城
一戦
死
、
断
絶
焉
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
元
直
は
又
六
の
父
で
あ
る
が
、
本
領
の
他
に
丹
波
を
食
邑
地
と
し
て
与
え
ら
れ
、
し
か
も
在
京
し
て
い
た
の
で
あ

っ

た
。
又
六
の
項
に
は
食
邑
地
の
有
無
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
又
六
も
同
様
に
細
川
家
の
在
京
の
重
臣
で
あ
り
、
引
続
い
て
食
邑
地
を
賜

っ
て
い
た
の
で
は
な
か

っ
た
か
。
こ
の
食
邑
の
中
に
馬
路
村
が
入

っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
ｃ
事
の
当
否
は
と
も
か
く
と
し
て
、
少
な
く

と
も
丹
波
と
香
西
氏
は
無
関
係
で
は
な
い
。
戦
い
に
敗
れ
た
又
六
の

一
族
が
氏
を
中
川
と
変
え
、
片
田
舎
の
馬
路
に
土
着
す
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

喜
雲
が
自
己
を
嵐
山
城
主
の
末
葉
で
あ
る
と
常
に
意
識
し
て
い
て
、
そ
の
祖
先
の
華
や
か
さ
に
比
較
し
て
彼
自
身
の
境
遇
が
経
済
的
に

苦
し
く
、
し
か
も
社
会
的
地
位
を
何
も
有
し
て
い
な
い
牢
人
と
い
う
身
分
で
あ

っ
た
こ
と
を
考
え
合
せ
て
み
る
と
、
祖
先
が
嵐
山
城
主
と

い
う
こ
と
が

、　
喜
雲
の
文
学
活
動
及
び
そ
の
精
神
構
造
を
考
え
る
場
合
に
重
要
な
意
味
を
持

つ
こ
と

、

松
田
氏
の
御
指
摘
の
通
り
で
あ

る
。
医
者
を
志
し
た
が
そ
の
故
に
仕
官
で
き
た
と
い
う
形
跡
も
な
く
、
法
印
法
眼
は
お
ろ
か
法
橋
に
す
ら
な

っ
た
痕
跡
も
な
く
、
従

っ
て

医
学
で
名
誉
の
者
と
な
り
得
な
か

っ
た
喜
雲
が
、
明
暦
四
年
以
後
四
、
五
年
の
間
に
四
作
を
集
中
的
に
執
筆
刊
行
す
る
と
い
っ
た
離
れ
技

を
な
し
と
げ
た
の
は
、
医
学
方
面
で
功
を
な
す
こ
と
を
あ
き
ら
め
た
故
の
所
産
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
作
品
中
に
楼
々
述
べ
る
と

こ
ろ
の
懐
旧
的
か
つ
自
嘲
気
味
の
感
慨
は
、
こ
の
祖
先
と
自
己
の
零
落
し
た
境
遇
に
主
た
る
原
因
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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∧
俳
　
諧
　

に
　

つ
　

い
　

て
∨

喜
雲
の
俳
諧
に
つ
い
て
は

『
貞
門
俳
諧
自
註
百
韻
―
翻
刻
と
研
究
―
』
に
詳
細
で
あ
り
、
付
け
加
え
る
べ
き
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

同
書
及
び
松
田
氏
が
言
及
さ
れ
て
い
る
も
の
を
合
め
て
、
喜
雲
の
俳
諧
関
係
の
簡
略
な
年
譜
を
左
に
記
し
て
お
く
。

ｏ
寛
永
十
九
年

（
Ｉ
ハ
四
一
し

歳
旦
発
句
あ
り

（慶
安
四
年
刊
『昆
山
集
し
。

○
正
保
三
年

（
エ
ハ
四
工○

歳
暮
発
句
あ
り

（
コ
昆
山
集
』
）。

○
正
保
五
年

（
Ｉ
ハ
四
八
）

歳
旦
発
句
あ
り

（明
暦
二
年
刊

『
玉
海
集
』
、
延
宝
二
年
刊

『歳
旦
発
句
集
し

。

ｏ
慶
安
四
年

（
Ｉ
ハ
五
こ

八
月

良
徳
編

『
昆
山
集
』
刊
。

京
住
と
し
て
中
川
吉
左
衛
門
重
治
な
ど
の
名
で
十

一
句
入
集
。

他
に

「重
治
」
と
し
て
三
句
あ
る
が
、

「
黒
瀬
重
治
」
も
あ
る
の
で
、
ど
ち
ら
の
か
未
詳
。
「大
系
図
」
に

「重
徳
」
も
喜
雲
の
名
と
す
る
が
、
「中
川
吉
左
衛
門
重
徳
」
で

八
句
入
集
。
通
称
ま
で
同
じ
く
す
る
か
ら
喜
雲
の
こ
と
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
同
じ
撰
集
で
同

一
人
物
に
二
種
の
名
を
使
う
の
も
お

か
し
い
の
で
、
別
人
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ｏ
承
応
二
年

（
Ｉ
ハ
五
一こ

歳
旦
発
句
あ
り

「
歳
旦
発
句
集
し
。

ｏ
明
暦
二
年

（
Ｉ
ハ
五
工○

歳
旦
二
つ
物
を
喜
雲
の
号
で
重
頼

・
宗
恵

・
安
重
と
組
む

（「知
足
書
留
歳
旦
帖
」
、
発
句
は

「歳
旦
発
句
集
」
に
あ
り
）
。
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ｏ
同
年
二
月

令
徳
編

『
昆
山
土
塵
集
』
刊
。
中
川
重
治
の
名
で
発
句
二
句
入
集
η
近
世
文
芸
資
料
と
考
証
』
三
号
所
収
の
榎
坂
浩
尚

ｏ
今
栄
蔵

「貞
門
談

林
俳
人
大
観
０
に
よ
る
）。

ｏ
同
年
八
月

貞
室
編

『
玉
海
集
』
刊
。
中
川
喜
雲
の
号
で
発
句
六
句
入
集
。
以
後
は
専
ら
喜
雲
号
を
使
用
。

ｏ
明
暦
三
年

（
Ｉ
ハ
五
七
）

歳
旦
二
つ
物
を
恵
佐

・
貞
室
、
元
春

・
貞
室
、
寿
硯

・
貞
室
と
組
む

（『知
足
書
留
歳
旦
帖
し
。

ｏ
明
暦
四
年

（
Ｉ
ハ
五
八
）
七
月

「
示
童
』
六
巻
を
執
筆
刊
行
。
喜
雲
の
発
句
八
十
六
、
狂
歌
二
十
五
首
を
収
め
る
。

ｏ
万
治
二
年

（
一
六
五
九
）
七
月

『
鎌
倉
物
語
』
五
巻
を
執
筆
刊
行
。
喜
雲
の
発
句
二
十
五
、
狂
歌
六
首
、
基
春
の
発
句
九
、
重
貞
の
発
句

一
を
そ
れ
ぞ
れ
収
め
る
。

ｏ
同
年
八
月

『
貞
徳
百
韻
独
吟
自
註
』
釜
口卑
野
田
基
春
）
刊

。
貞
徳
が
喜
雲
に
与
え
た
も
の
を
板
行
し
た
も
の
。

ｏ
同
年
九
月

『
私
可
多
咄
』
五
巻
を
執
筆
刊
行
。
喜
雲
の
発
句
十
二
、
父
重
定
の
発
句
二
を
収
め
る
。

ｏ
同
年
十
月

梅
盛
編

『
拾
子
集
』
に
発
句

一
句
入
集
。

ｏ
万
治
三
年

（
Ｉ
ハ
六
〇
）
九
月

重
以
編

『
百
人

一
句
』
に
発
句

一
句
入
集
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ｏ
同
年
十
二
月

宗
賢

・
信
房
編

『
源
氏
煮
鏡
』
に
発
句

一
句
入
集
。
巻
末
の
俳
系
図
に
重
頼
門
と
し
て
掲
出
さ
れ
る
。

ｏ
寛
文
二
年

（
Ｉ
ハ
六
一
じ
正
月

『
案
内
者
』
六
巻
を
執
筆
刊
行
。
喜
雲
の
発
句
五
十
六
句
、
狂
歌
八
首
を
収
め
る
。

ｏ
寛
文
七
年

（
Ｉ
ハ
エハ
七
）
九
月

『
京
童
跡
追
』
六
巻
を
執
筆
刊
行
。
喜
雲
の
発
句
百
十
六
句
、
狂
歌
二
十
三
首
を
収
め
る
。
巻
四
に
貞
徳
、
立
圃
、
令
徳
、
西
武
、

貞
室
、
重
頼
な
ど
有
名
無
名
俳
人
の
句
を
収
め
て
い
る
。

貞
室
編

『
玉
海
集
追
加
』
に
発
句
五
句
、
付
句
七
句
入
集
。

「貞
門
談
林
俳
人
大
観
０
」
（「近
世
文
芸
資
料
と
考
証
」
七
号
所
収
）
で
は

発
句
四
と
す
る
が
、
五
の
誤
り
で
あ
る
。

ｏ
寛
文
十

一
年

（
Ｉ
ハ
七

こ

歳
旦
二
つ
物
を
貞
室

ｏ
了
味
と
組
む
。
即
ち
、

「寒
空
は
酒
し
て
た
つ
る
今
朝
の
春
　
貞
室
／
よ
ひ
の
年
よ
り
さ
か
る
市
町
　
一二口雲

／
つ
る
に
つ
き
金
ほ
る
山
は

雪
消
て
　
了
味
」

「老
の
身
も
き

ゝ
は
て
御
座
れ
若
夷
　
了
味
／
鯛
の
ほ
ね
さ
る
節
振
舞
　
貞
室
／
花

の
賀
に
よ
め
る
こ
と
の
葉
本
腎
取
て
　
一二口壼
至

「数
年
田
合
に
侍
り
旧
冬
帰
京
し
て
／
屠
蘇
の
台
は
か

へ
り
都
の
と
さ
ん
哉
　
一ユロ雲

／
無
事
に
て
花
の
春
に
あ
ふ
友
　
了
味
／
若
葉
に
も
筆
の
蝶
／
ヽ
舞
つ
れ
て
　
貞
室
」
と
あ
る

（神
宮
文
庫
蔵

『
寛
文
十

一
年
歳
旦
」
、喜

雲
の
発
句
は

『
歳
旦
発
句
集
』
に
も
あ
る
）。

ｏ
同
年
六
月

重
徳
編

『
新
独
吟
集
』
に
百
韻

一
巻
入
集
。

ｏ
寛
文
十
二
年

（
Ｉ
ハ
七
一
じ
正
月

生
白
堂
行
風
編

『
後
撰
夷
曲
集
』
に
狂
歌
三
首
入
集
。
『
案
内
者
』
、
『鎌
倉
物
語
』
、
『京
童
跡
追
』
所
載
狂
歌
の
再
録
。



(12θ )225市 古 夏 生

ｏ
同
年
六
月

正
辰
編

『
続
大
和
順
礼
』
に
発
句
九
句
入
集
。
『京
童
跡
追
』
巻
三
及
び

『
源
氏
黍
鏡
』
所
収
句
の
再
録
。

ｏ
寛
文
末
年
頃

種
寛
編

『誹
諧
作
者
之
名
寄
』

ｏ
延
宝
二
年
（
Ｉ
ハ
七
四
）
五
月

貞
室
門
と
し
て
喜
雲
を
掲
出
。

蘭
秀
編

『
後
撰
犬
筑
波
集
』
に
発
句
二
句
入
集
。
い
ず
れ
も

『
鎌
倉
物
語
』
よ
り
再
録
。
し
か
る
に
金
沢
八
景
を
詠
じ
た
句
の
詞
書

に

「
南
都
に
て
」
と
す
る
誤
り
が
あ
る
。

こ
の
年
、
『歳
旦
発
句
集
』
刊
。
発
句
四
句
入
集
。

ｏ
延
宝
四
年

（
一
六
七
六
）
十
月

西
鶴
編

『
古
今
誹
諧
師
手
鑑
』
に
発
句

一
句
入
集
。
「広
嶋
中
川
喜
壼
こ

と
あ
り
。

ｏ
延
宝
七
年

（
Ｉ
ハ
七
九
）
八
月

宗
臣
編

『
詞
林
金
玉
集
』
に
発
句
六
句
入
集
。
『昆
山
集
』
、
『
玉
海
集
』
、
『
玉
海
集
追
加
』
の
再
録
。

ｏ
天
和
三
年

（
Ｉ
ハ
八
一
し

四
月

風
黒
編

『
高
名
集
』
に
発
句

一
句
入
集
。
『
古
今
誹
諧
師
手
鑑
』
の
に
同
じ
。
「広
嶋
中
川
喜
雲
」
と
あ
り
。

ｏ
貞
享
元
年

（
王
ハ
八
四
）

貞
恕
編

『
新
玉
海
集
』
刊
か
。
所
見
本
巻

一
、
巻
二
の
み
で
あ
る
が
、
発
句
三
句
入
集
。

以
上
の
如
き
で
あ
る
。
松
永
貞
徳
直
門
で
は
あ
る
が
、
令
徳
、
重
頼
な
ど
貞
門
古
参
俳
人
に
も
つ
き
、
明
暦
三
年
前
後
よ
り
貞
室
に
傾

斜
し
て
い
っ
た
様
子
が
窺
え
る
。『
新
玉
海
集
』
に
は
貞
室
点
の
も
の
と
貞
恕
判
の
も
の
と
あ
る
が
、
そ
の
区
別
は
必
ず
し
も
は

っ
き
り
し

て
い
な
い
。
喜
雲
の
句
も
貞
室
点
の
も
の
が

一
句
、
残
り
二
句
は
い
づ
れ
と
も
判
断
し
か
ね
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
製
作
年
代

刊
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の
明
確
な
も
の
は
寛
文
十

一
年
の
歳
旦
句
が
最
後
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
以
後
の
喜
雲
が
俳
諧
か
ら
遠
ざ
か

っ
た
と
い
う
印

象

を
受

け

る
。
こ
れ
は
田
合
わ
た
ら
い
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
俳
壇
か
ら
序
々
に
脱
し
て
い
っ
た
こ
と
、
更
に
貞
室
が
寛
文
十
三
年
に
没
し
た
た
め
に

い
よ
い
よ
縁
遠
く
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
既
述
の
よ
う
に
延
宝
年
間
に
は
喜
雲
が
死
去
し
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

広
島
な
ど

へ
の
田
合
わ
た
ら
い
は
、
医
師
と
し
て
、
ま
た
俳
人
と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
広
島
に
定
住
し
た
わ
け

で
は
な
く
、
京

へ
何
回
か
往
来
し
た
け
、）

或
い
は
九
州
方
面

へ
も
舌
耕
の
た
め
に
行

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

『
京
童
跡
追
』
に
発
句
が

収
め
ら
れ
て
い
る
無
名
俳
人
の
中
に
は
、
長
崎
の
人
が
二
名
い
る
し
、

『
案
内
者
』
に
次
の
如
き
記
事
が
あ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

同

書
巻
五
の

「
九
月
廿
八
日
　
肥
前
国
余
迦
大
明
神
祭
」
と

「
九
月
廿
九
日
　
肥
前
国
本
荘
大
明
神
」
と
の
二
項
は
、
他
の
大
多
数
の
年
中

行
事
に
較
べ
る
と
知
名
度
の
点
で
大
分
劣

っ
て
い
る
。

『
肥
前
叢
書
』
所
収
の

『
肥
前
風
土
記
』
に
よ
る
と
、

両
明
神
と
も
現
在
の
佐
賀

市
近
辺
に
あ
り
、
肥
前
国
で
は
有
名
な
祭
礼
ら
し
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も

『
案
内
者
』
に
書
く
程
の
も
の
で
は
な
い
。
い
ま
前
者
の
記
事

を
引
用
し
て
み
る
。

城
下
よ
り
八
町
の
う
ち
、
御
こ
し

一
社
鉾
三
本
、
幡
天
蓋
を
さ
し
か
く
る
、
大
松
明
あ
り
、
役
人
は
祢
宜
神
主
み
な
鳥
か
ぶ
と
を
着

す
、
を
よ
そ
伶
人
の
出
た
ち
の
如
し
、
八
町
の
あ
ひ
だ
た
ゞ
管
絃
に
て
御
こ
し
を
ま
つ
る
、
殊
勝
の
神
事
祭
礼
な
り
、

か
な
り
克
明
に
記
し
て
い
る
。
こ
れ
を

「十
月
十

一
日
、
讃
岐
国
金
比
羅
祭
」
の

此
神
は
天
竺
国
の
霊
神
と
し
て
伝
教
大
師
入
唐
帰
朝
の
時
勧
請
し
給

へ
り
、
本
朝
素
蓋
烏
尊
の
変
作
と
し
て
、
大
比
叡
大
明
神
則
山

王
権
現
な
り
、
此
祭
礼
に
は
大
法
事
の
お
こ
な
ひ
あ
り
と
い
ふ
、

と
い
う
記
事
と
較
べ
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
判
明
す
る
。
金
比
羅
祭
は
寛
永
十
三
年
成
立
の

『
は
な
ひ
草
』
以
下
の
歳
時
記
に
載
せ

ら
れ
て
い
る
全
国
的
に
有
名
な
祭
礼
に
も
か
か
わ
ら
ず
、　
そ
の
記
事
は
祭
そ
の
も
の
に
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
て
い
な
く
、

「と
い
ふ
」
と
結

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
伝
間
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。　
一
方
余
迦
大
明
神
祭
の
方
は
、
祭
そ
の
も
の
に
つ
い
て
簡
略
な
が
ら
も
的
確
に

描
写
し
て
お
り
、
ど
う
み
て
も
こ
の
記
事
は
喜
雲
が
こ
の
祭
を
実
見
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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長
々
と
説
明
し
て
き
た
が
、
喜
雲
が
余
迦
大
明
神
の
あ
る
佐
賀
あ
た
り
ま
で
来
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
長
崎
に
も
俳
諧
の
弟
子

ら
し
き
人
が
い
た
こ
と
も
考
え
る
と
、
田
舎
わ
た
ら
い
の

一
環
と
し
て
肥
前
国
に
行
き
舌
耕
に
つ
と
め
て
い
た
の
で
は
な
か

っ
た
か
。
寛

文
十

一
年
刊

『
新
独
吟
集
』
所
収
の
百
韻
の
跛
に

「
二
十
年
あ
ま
り
い
な
か
わ
た
ら
ひ
し
舌
耕
の
み
を
つ
と
め
し
か
ば
今
は
わ
す
れ
に
け

り
」
と
述
べ
る
。
俳
諧
を
ま

っ
た
く
忘
れ
た
日
ぶ
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
貞
徳
門
の
高
足
達
と
俳
交
を
結
び
、
盛
ん
に
修
練
を
つ

ん
で
い
た
時
期
に
較
べ
る
と
と
い
っ
た
意
味
あ
い
で
あ
り
、
こ
の
百
は
そ
の
ま
ま
信
用
で
き
な
い
。
こ
の
百
韻
の
成
立
年
代
は
明
示
さ
れ

て
い
な
い
が
、　
刊
年
と
そ
う
隔
た
ら
な
い
寛
文
十
年
前
後
と
察
せ
ら
れ
る

。

と
す
る
と
、　
そ
の
二
十
年
前
と
は
慶
安
年
間
に
相
当
す
る

が
、
恐
ら
く
こ
の
頃
か
ら
舌
耕
を
目
的
と
し
た
田
舎
わ
た
ら
い
を
何
回
と
な
く
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
田
舎
わ
た
ら
い
も
広
島
に

限
定
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
万
治
二
年
以
後
に
し
て
も
広
島
に
定
住
し
た
と
確
定
し
う
る
資
料
は
な
い
。
そ
し
て
、
九
州
方
面
に
舌
耕

の
た
め
に
出
掛
け
た
こ
と
も
、
十
分
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「舌
耕
」
に
つ
い
て
具
体
的
な
記
述
が
な
い
が
、　
喜
雲
の

『
新
独
吟
集
』

の
言
と
は
裏
腹
に
、
医
師
と
し
て
講
釈
し
俳
諧
を
も
教
授
し
て
い
た
こ
と
と
思
う
。

∧
作
　
口Ш
　
に

い
　
て
∨

『京
童
』
六
巻
六
冊
は
、
山
本
泰
順
の

『洛
陽
名
所
集
』
が
そ
の

一
か
月
後
に
刊
行
さ
れ
て
は
い
る
が
、
と
も
か
く
近
世
の
一
連
の
名

所
記

・
地
誌
類
の
嗜
矢
で
あ
る
。
諸
本
に
つ
い
て
は
近
世
文
学
資
料
類
従
の
古
板
地
誌
編

『京
ユこ

の
拙
解
題
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
い

ま
簡
単
に
要
点
を
し
る
し
て
お
く
。
初
板
は
八
文
字
屋
五
兵
衛
よ
り
刊
行
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
に
は
序
文
末
に

「中
川
喜
雲
撰
」
な
る
文

字
は
刻
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
次
に
山
森
六
兵
衛
が
寛
文
七
年
九
月
以
後
い
つ
の
時
か
、
こ
の
板
木
を
取
得
し
た
。
山
森
は
使
用
可
能
な

板
木
は
そ
の
ま
ま
用
い
、
使
用
不
可
能
な
も
の
は
新
た
に
覆
刻
し
、　
更
に
序
文
末
に

「中
川
喜
雲
撰
」
を
入
れ
て

『京
童
」
を
再
刊
し

た
。
こ
の
種
の
本
に
二
種
類
あ
る
。
次
に
山
森
は
、
前
に
使
用
し
た
八
文
字
屋
の
板
木
の
部
分
も
覆
刻
し
、
先
に
覆
刻
し
た
も
の
を
合
せ

て
刊
行
し
た
。
こ
の
時
に
題
策
の
板
木
も
新
た
に
し

「新
板
」
と
角
書
を
つ
け
て
い
る
。
最
後
に
、
山
森
六
兵
衛
が
全
面
的
に
覆
刻
し
た
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板
木
を
平
野
屋
佐
兵
衛
が
取
得
し
て
、
刊
記
の
書
卑
名
の
部
分
の
み
に
手
を
入
れ
て
刊
行
し
た
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
貞
享
末
年
頃
か
と
推

定
さ
れ
る
。

以
上
の
如
き
、

磨
滅
し
た
板
木
の
み
を
彫
り
直
し
て
改
題
も
せ
ず
に
出
版
し
て
い
く
と
い
っ
た
諸
本
の
在
り
方
か
ら
、

『
京
童
』
が
当

時
の
読
者
に
迎
え
ら
れ
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
的
存
在
で
あ

っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
以
後
の
、
現
在
古
板
地
誌
と
称
さ
れ
て
い

る
影
し
い
名
所
記

・
地
誌
群
の
出
現
は

『京
童
』
や

『
洛
陽
名
所
集
』
に
刺
激
さ
れ
て
の
こ
と
、
就
中

『
京
童
』
の
影
響
は
少
な
か
ら
ぬ

も
の
が
あ

っ
た
。
万
治
二
年
頃
刊
の
浅
井
了
意
作

『
東
海
道
名
所
記
』
を
経
く
と
、
京
都
の
名
所
を
描
く
巻
六
に
は
次
の
よ
う
な
例
が
見

え
る
。三

年
坂
と
い
ふ
事
は

（中
略
）
大
同
三
年
坂
な
り
と
申
し
伝

へ
し
、
又
産
寧
坂
と
い
ふ
人
あ
り
、
こ
の
坂
は
子
易
の
観
音
に
続
き
た

る
故
に
産
寧
の
二
字
子
産
む
こ
と
や
す
じ
と
読
む
な
ど
、
京
童
は
あ
ら
そ
ひ
侍
べ
る

こ
の
京
童
は
所
謂

「京
童
」
で
は
な
く
、
喜
雲
執
筆
す
る
と
こ
ろ
の

『
京
童
』
を
さ
し
て
の
こ
と
、
或
い
は

「
そ
の
縁
起
は
京
童
の
回

に
伝
は
れ
り
」
な
ど
と
、
『京
童
』
の
名
を
引
く
こ
と
す
べ
て
六
か
所
、
『京
童
』
で
言
及
ず
み
の
こ
と
は
省
略
し
た
か
に
見
え
る
が
、
既

に
江
戸
時
代
の
考
証
家
喜
多
村
信
節
の
所
持
本

『
京
童
』
の
書
入
れ

（国
会
図
書
館
蔵
）
に

マ
タ
名
所
記
巻

一
サ
カ
ヒ
町
歌
舞
妓
ノ
コ
ト
フ
書
タ
ル
処
全
ク
此
書

（「一昼
量

の
こ
と
）
四
条
河
原
ノ
文
卜
同
ジ
、　
彼

ハ
此
ノ
文
ヲ

侵
シ
タ
ル
也

と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

京
の
四
条
河
原
の
文
章
を
江
戸
の
木
挽
町
の
歌
舞
伎
を
叙
述
す
る
場
面
に
使

っ
た
り
、

「治
浪
の
水
に
て
洗

ひ
給
ひ
し
冠
の
緩
は
左
往
右
往
」
翁
東
海
道
名
所
記
』
巻
工○

は

「
か
ん
ふ
り
の
か
け
緒
の
い
と
ゞ
の
ど
か
に
右
往
左
往
」

翁
一昼
墨

巻

こ

に
基
づ
い
て
出
来
た
行
文
で
あ
る
こ
と
、
ほ
ぼ
間
違
い
あ
る
ま
い
。
こ
の
よ
う
な
表
現
上
の
模
倣
は
精
査
す
れ
ば
ま
だ
ま
だ
出
て
来
る
と

思
わ
れ
る
が
、
浅
井
了
意
が
か
な
り

『
京
童
』
を
意
識
し
、
そ
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

同
じ
了
意
作
の
名
所
記

『
京
雀
』
（寛
文
五
年
刊
）
で
も

「御
霊
八
所
の
神
の
こ
と
京
童
に
い
ひ
あ
ら
は
せ
り
」
（巻
二
）
の
如
き
も
の
だ
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け
に
な
り
、
文
章
を
盗
ん
で
く
る
こ
と
は
な
く
な
る
。
や
や

『京
童
』
の
影
響
を
脱
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

延
宝
二
年
刊
の
坂
内
直
頼
作

『
山
城
四
季
物
語
」

は
京
の
年
中
行
事
に
つ
い
て
記
す
書
で
あ
る
が
、

「京
童
の
小
野
笙
の
作
と
い
ふ
は

あ
や
ま
り
な
り
」
（巻
三
）
な
ど
三
ケ
所

『京
童
』
に
言
及
す
る
。　
い
ず
れ
も

『京
童
』
の
誤
り
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
執
筆

の
際

『京
童
』
を
参
考
に
し
た
様
子
が
窺
え
る
。
年
中
行
事
の
本
と
は
い
え
、
名
所
記
と
よ
く
似
た
内
容
な
の
で
あ
る
か
ら
、
『京
童
』

の
痕
跡
を
見
出
し
て
も
不
思
議
は
な
く
、
も
っ
て

『京
童
』
の
影
響
力
の
大
き
さ
が
察
せ
ら
れ
よ
う
。

『京
童
』
の
性
格
に
つ
い
て
、
松
田
氏
は
山
本
泰
順
の

『洛
陽
名
所
集
」
と
比
較
し
て
、
俳
諧
的
だ
と
さ
れ
る
。
確
か
に
そ
の
通
り
で

あ
っ
て
、
そ
れ
は
喜
雲
、
泰
順
両
者
の
教
養
の
相
違
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
両
者
は
親
よ
り
引
き
続
い
て
の
牢
人
で
あ
り
、
と
も
に

仕
官
を
望
ん
で
い
た
節
が
あ
る
と
い
う
具
合
で
、
共
通
点
も
み
ら
れ
る
。
喜
雲
は
前
述
の
如
く
に
、
医
も
学
び
な
が
ら
も
、
貞
徳
な
ど
に

つ
き
俳
諧
に
の
め
り
こ
ん
で
い
た
。
貞
徳
は
い
う
ま
で
も
な
く
二
条
家
の
歌
学
を
継
承
し
た
人
物
で
あ
っ
た
し
、
和
歌
の
門
人
も
多
数
い

た
の
で
あ
っ
た
か
ら

、　
喜
雲
の
周
辺
に
和
歌
の
雰
囲
気
が
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、　
和
歌
方
面
に
立
ち
入
っ
た
様
子
は
皆
無
で
あ

る
。
即
ち
、
喜
雲
は
俳
諧
と
い
う
滑
稽
文
芸
を
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
し
て
作
品
を
執
筆
し
て
い
た
の
で
あ
る
。　
一
方
の
泰
順
は
早
く
か
ら
冷

泉
為
景
や
松
永
尺
五
に
つ
い
て
和
歌
や
漢
学
を
修
得
し
て
お
り
、
『洛
陽
名
所
集
』
以
外
の
著
述
も
漢
学
、
漢
詩
関
係
の
も
の
ば
か
り
で
、

滑
稽
の
こ
と
に
携

っ
た
様
子
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
う
し
た
点
か
ら
み
て
、
同
じ
京
都
の
名
所
記
で
あ
っ
て
も
執
筆
者
の
教
養
や
そ
れ
に
培

わ
れ
た
意
識
、
精
神
を
相
当
異
に
す
る
の
で
、
作
品
の
性
質
を
異
に
す
る
こ
と
当
然
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

『京
童
』
刊
行
の
翌
年
万
治
二
年
七
月
に
第
二
作

『
鎌
倉
物
語
』
五
巻
五
冊
を
出
版
し
た
。

「物
語
」
と
は
題
す
る
も
の
の
、　
や
は
り

鎌
倉
の
名
所
案
内
記
で
あ
る
。
従
来
初
板
本
は
安
田
十
兵
衛
板
と
さ
れ
て
い
る
が
、
書
卑
名
下
の
匡
郭
が
乱
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

初
板
は
別
の
書
率
が
刊
行
し
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
諸
本
の
概
略
は
森
川
昭
氏
執
筆
の

『
鎌
倉
物
語

・
沢
庵
順
礼
鎌
倉
記
』
解
題

を
参
照
さ
れ
た
い
ｃ
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さ
て
自
序
に

し
ば
し
旅
た
ち
た
る
こ
そ
目
さ
む
る
こ
ゝ
ち
す
れ
と
古
人
い
へ
る
、
そ
れ
も
さ
る
事
に
て
、
又
ゆ
か
ず
し
て
名
所
を
し
る
も
猶
お
か

し
、
（中
略
）
誠
に
腫
を
め
ぐ
ら
さ
ず
し
て
彼
地
を
ま
の
ま

へ
に
な
が
め
、
故
を
と
は
ず
し
て
独
由
緒
を
お
ぼ
ゆ
る
は
此
草
子
な
り
、

と
述
べ
る
よ
う
に
、
名
所
案
内
と
は
い
い
な
が
ら
本
書
を
携
帯
し
て
鎌
倉
を
遊
覧
す
る
た
め
に
執
筆
し
た
の
で
は
な
く
、
飽
く
迄
も
机
上

の
娯
楽
的
読
み
物
と
し
て
作
者
喜
雲
は
書
い
た
の
で
あ

っ
た
。　
こ
の
自
序
と
同
趣
旨
を

一
無
軒
道
冶
の

『
高
野
山
通
念
集
』
、　
三
田
浄
久

の

『
河
内
鑑
名
所
記
』
、
大
田
叙
親
、
村
井
道
弘
の

『
南
都
名
所
集
』
で
も
説
い
て
い
る
が
、
こ
の
時
代
の
名
所
記
類
は
前
に
触
れ
た
『京

童
』
も
含
め
て
、
概
ね
携
行
す
る
に
は
適
し
て
い
な
い
大
本
の
板
式
な
の
で
、
出
版
者
も
作
者
も
机
上
の
読
み
物
を
提
供
す
る
と
い
う
意

図
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
鎌
倉
物
語
』
は
、
以
前
に
京
よ
り
江
戸

へ
下

っ
た
折
の
紀
行

「道
草
」
の
鎌
倉
の
条
を
中
心
に
し
て
執
筆
し
た
も
の
と
、
巻

一
に
成

立
事
情
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

「道
草
」
を
骨
子
と
し
て
、
そ
れ
に
幾
分
か
肉
付
け
を
し
た
わ
け
で
あ
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
喜
雲
の
江
戸

行
き
は

「道
草
」
の
旅
し
か
考
え
ら
れ
な
く
、
恐
ら
く
鎌
倉
を
遊
覧
し
た
の
も

一
回
限
り
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
明
暦
四
年
、
万
治
二
年

と
京
都
に
住
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、

「
道
草
」
の
記
事
で
頼
り
な
い
箇
所
が
あ

っ
て
も
、

わ
ざ
わ
ざ
東
国
の
鎌
倉
に
再
調
査
に
出

掛
け
る
こ
と
は
ま
ず
不
可
能
な
こ
と
で
あ

っ
た
。
や
は
り
旧
稿
を
基
に
し
て
書
い
た
と
思
わ
れ
る

『
京
童
』
の
場
合
は
京
都
の
名
所
記
で

あ
る
か
ら
、
再
訪
は
何
度
で
も
可
能
で
あ

っ
た
。　
そ
れ
故
に
、
『
鎌
倉
物
語
』
と

『
京
童
』
と
が
、

同
じ
作
者
の
手
に
な
る
同
じ
名
所
記

で
あ

っ
て
も
、
質
的
に
異

っ
た
面
が
出
て
来
る
の
は
止
む
を
得
な
い
。
そ
の
相
違
と
し
て

『京
童
』
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か

っ
た
先
行

文
献
の
利
用
が
甚
だ
し
い
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

全
体
に
渉

っ
て

『
東
鑑
」
を
引
用
し
、　
そ
の
他
に

『
平
家
物
語
』
、
『太
平
記
』
、

『
十
六
夜
日
記
』
、
コ
日
我
物
語
』
、
『
沙
石
集
』
な
ど
鎌
倉
に
縁
の
あ
る
文
献
を
多
数
引
い
て
い
る
。
つ
ま
り

「道
草
」
を
骨
子
と
し
て
そ

の
肉
付
け
は
こ
れ
ら
の
先
行
文
献
に
よ

っ
た
と
推
測
さ
れ
よ
う
。

『
京
童
』
に
は
名
所
記
と
し
て
そ
の
範
囲
を
逸
脱
し
た
部
分
が
―
例
え
ば
自
己
の
出
身
を
説
い
た
り
、
自
己
の
眼
疾
に
触
れ
る
な
ど
―
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か
な
り
含
ま
れ
て
い
る
が
、
『
鎌
倉
物
語
』
に
は
逸
脱
し
た
部
分
は
ま

っ
た
く
な
い
。
『
鎌
倉
物
語
』
が
名
所
記
と
し
て
甚
だ
整
然
と
し
た

印
象
を
与
え
る
所
以
で
あ
る
が

、　
こ
れ
を
名
所
記
作
家
と
し
て
の
喜
雲
の
成
長
と
み
て
い
い
の
で
あ
ろ
う
か

。

も
し
成
長
と
み
る
な
ら

ば
、　
約
十
年
後
の
寛
文
七
年
に
刊
行
さ
れ
た

『
京
童
跡
追
』
に
見
受
け
ら
れ
る

『
京
童
」

と
同
質
の
逸
脱
は
説
明
の
し
よ
う
が
な
い
。

『
京
童
跡
追
』
の
巻

一
、
巻
二
は
京
都
、
巻
三
は
奈
良
、
巻
四
、
巻
五
は
主
と
し
て
大
坂
及
び
そ
の
周
辺
、
巻
六
は
主
と
し
て
有
馬
近
辺

と
厳
島
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
巻

一
、
巻
二
、
巻
三
に
限

っ
て

若
か
り
し
年
の
回
ず
さ
び
を
お
も
ひ
出
、
今
此
折
ふ
し
老
の
身
の
甘
な
ひ
ぬ
る
に
、
淡
く
覚
て
句

一
つ
あ
ら
た
に
書

つ
け
ゝ
る

（巻

一
「頂
妙
寺
」
の
条
）

の
如
き
箇
所
が
幾

つ
か
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
対
照
的
に
巻
四
、
巻
五
、
巻
六
に
は
な
く
な
る
。
こ
う
い
う
点
を
考
慮
し
て
み
る
と
、

『
鎌
倉
物
語
』
に
多
数
の
先
行
文
献
利
用
が
あ
り
、
か

っ
ち
り
と
し
た
ま
と
ま
り
を
見
せ
て
い
る
こ
と
、
名
所
記
と
し
て
は
逸
脱
と
見
ら

れ
る
自
己
の
感
慨
や
脱
線
し
た
咄
が
な
い
こ
と
は
、
偏
に
地
域
に
よ
る
問
題
と
考
え
た
い
。
喜
雲
が
長
く
居
住
し
て
い
た
京
都
及
び
度

々

訪
問
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
奈
良
な
ど
と
、　
一
度
程
し
か
見
物
し
て
い
な
い
鎌
倉
と
の
熟
知
度
の
差
、
京
都
及
び
そ
の
周
辺
の
名
所
に

は
若
か
り
し
時
の
思
い
出
―
そ
れ
は
父
と
の
散
策
や
俳
人
仲
間
と
の
交
遊
な
ど
で
あ
る
が
―
が
ふ
ん
だ
ん
と
あ
る
の
に
対
し
て
、
鎌
倉
に

は
そ
れ
が
な
い
と
い
う
差
、
こ
の
よ
う
な
差
が

『
鎌
倉
物
語
』
の
質
的
差
を
生
み
出
し
、
名
所
記
作
家
と
し
て
の
喜
雲
の
成
長
と
目
さ
れ

る
よ
う
な
整
然
と
し
た
名
所
記
に
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
鎌
倉
物
語
』
出
版
か
ら
二
か
月
、
万
治
二
年
九
月
に

『
私
可
多
咄
』
五
巻
五
冊
が
刊
行
さ
れ
た
。
次
に
記
す

『
案
内
者
』
の
出
版
書

率
が
秋
田
屋
平
左
衛
門
で
あ
り
、
本
書
も
元
禄
九
年
書
目
に

「秋
田
平
」
と
あ
る
か
ら
、
秋
田
屋
が
板
元
と
思
わ
れ
る
。『
国
書
総
目
録
』

に
よ
れ
ば
初
板
で
あ
る
万
治
三
年
板
は
現
存
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
を
受
け
て
、
寛
文
十

一
年
に
江
戸
の
鱗
形
屋
が
出
版
し
た
も
の

を
初
板
か
と
書
く
人
も
い
る
が
、
喜
雲
が
そ
う
縁
の
な
い
江
戸
で
わ
ざ
わ
ざ
出
版
し
た
と
は
考
え
難
い
。
事
実
、
柳
亭
種
彦
は

『
骨
董
集
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上
編
上
之
巻

「
旧
吉
原
の
雨
中
の
さ
ま
」
の
条
に
杏
花
園
蔵
本

『
私
可
多
咄
』
を
引
い
て
い
る
箇
所
が
あ
る
が
、
そ
の
奥
書
の
部
分
を
模

刻
し
て

「
万
治
弐
妃
年
季
秋
吉
日
」
と
し
て
い
る
か
ら
、
ま
ず
万
治
二
年
九
月
刊
行
は
間
違
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

『
私
可
多
咄
』
な
る
書
名
が
付
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
頃
仕
方
咄
が
流
行
し
て
い
た
こ
と
を
反
映
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
管
見
で
は
明

暦
三
年
刊
の
山
岡
元
隣
作

『
他
我
身
之
上
』
巻
三
の

「
ち
ん
ぷ
ん
か
ん
と
い
は
れ
し
し
か
た
ば
な
し
、
ゆ
め
ば
か
り
覚
え
侍
れ
ば
、
其
し

か
た
を
少
ま
ね
し
て
こ
こ
に
し
る
し
侍
る
べ
し
」
を
初
出
と
し
、
少
し
後
の
寛
文
二
年
刊

『
為
人
抄
』
巻

一
の
十

一
「仕
形
ば
な
し
に
日

を
暮
し
」
な
ど
の
用
例
が
見
ら
れ
、
こ
の
頃
に
流
行
し
て
い
た

一
証
と
い
え
よ
う
。

本
書
収
載
の
咄
は
、
必
ず
し
も
喜
雲
が
作

っ
た
も
の
ば
か
り
で
は
な
か
ろ
う
が
、
巻
二
に
あ
る

昔
在
江
戸
し
侍
る
頃
、
さ
る
お
ほ
ん
か
た
の
具
足
の
餅
い
は
ゐ
に
ま
か
り
け
る
に
、
な
ん
ぢ
が
ち
ゑ
を
た
め
し
の
具
足
也
、
は
や
く

狂
吾
な
く
て
は
餅
た
う
べ
る
事
か
な
は
じ
な
ど
と
お
ど
さ
れ
て

君
が
代
の
ひ
さ
し
か
る
べ
き
た
め
し
に
は
か
ね
て
ぞ
う
れ
し
お
ぐ
そ
く
の
餅

と
い
う
咄
が
、
喜
雲
の
御
咄
衆
的
存
在
を
暗
示
す
る
と
い
う
こ
と
、
既
に

『
貞
門
俳
諧
自
註
百
韻
』
に
触
れ
て
い
る
通
り
で
、
彼
自
か
ら

語

っ
た
咄
も
数
多
く
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

喜
雲
は

『
私
可
多
咄
』
出
版
前
後
よ
り
田
合
わ
た
ら
い
を
し
た
が
、
寛
文
二
年
に
京
の
書
卑
秋
田
屋
平
左
衛
門
か
ら
年
中
行
事
に
つ
い

て
記
し
た

『
案
内
者
』
六
巻
六
冊
を
刊
行
し
た
。
そ
の
自
序
に
い
う
、

広
き
日
本
の
国
／
ヽ

の
し
げ
き
品
／
ヽ
。
お
も
ひ
よ
す
る
も
胆
の
大
け
れ
ば
。
大
内
の
年
中
行
事
に
。
こ
れ
か
れ
柳
ま
じ

へ
ｏ
綾
に

て
止
ぬ
。
そ
を
だ
に
ま
だ
見
聞
ぬ
人
の
心
ざ
す
に
。
ま
よ
ひ
な
か
ら
し
め
ん
た
め
。
案
内
者
と
な
し
ぬ
。
さ
は
い
へ
ど
。
の
ぼ
る
べ

き
た
つ
き
な
き
。
雲
井
の
御
あ
り
さ
ま
は
眼
の
よ
そ
な
れ
は
。
諸
書
の
良
材
を
を
の
が
ま

ゝ
に
は
つ
り
と
り
。
こ
ゝ
に
ぬ
す
む
。

『
案
内
者
』
は
内
裏
の
年
中
行
事
を
描
く
部
分
が
あ
る
が
、
自
分
で
見
る
こ
と
が
不
可
能
な
の
で
文
献
に
依
拠
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
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の
文
献
と
は

『
公
事
根
源
』
及
び

『
年
中
行
事
吾
合
』
で
あ
る
。
こ
の
二
書
は
文
章
も
類
似
し
て
い
て
、
い
ず
れ
か
ら
盗
ん
で
き
た
か
判

断
す
る
の
に
困
難
な
場
合
が
多
い
。　
一
例
と
し
て
二
月
四
日
に
催
さ
れ
る
新
年
祭
の
条
を
そ
れ
ぞ
れ
掲
出
し
て
み
る
。

是
は
太
神
宮
以
下
三
千

一
百
汁
二
座
の
神
を
ま

つ
ら
せ
た
ま
ふ
、

其
所
々
た
し
か
な
ら
ざ
る
も
有
、

（中
略
）
神
祇
官
に
て
お
こ
な

は
る
、
弁
か
ね
て
よ
り
諸
国
の
め
し
物
を
も
よ
ほ
し
と
ゝ
の
ふ
、
自
猪
白
鶏
や
う
の
物
也
、
天
武
天
皇
四
年
二
月
に
は
じ
め
て
此
祭

有
、
（下
略
）
「
公
事
根
源
』
慶
安
二
年
村
上
平
楽
寺
板
）

右
と
し
こ
ひ
の
ま

つ
り
は
太
神
宮
以
下
三
千
七
百
三
十
二
座
の
神
を
ま
つ
り
て
年
災
を
い
の
り
申
さ
る
ゝ
ゆ

へ
に
、
と
し
こ
ひ
の
ま

つ
り
と
申
侍
り
、
（中
略
）
天
武
天
皇
四
年
二
月
に
は
じ
め
て
と
し
こ
ひ
の
ま
つ
り
あ
り

（『年
中
行
事
可
合
』
慶
安
二
年
沢
田
庄
左
衛
円

板
）
太
神
宮
以
下
三
千
七
百
三
十
二
座
の
神
を
祭
り
た
ま
ふ
て
、
年
災
を
い
の
り
除
き
た
ま

へ
る
事
な
り
、
と
し
こ
ひ
の
ま
つ
り
と
も
い

ふ
な
り
、
天
武
天
皇
四
年
二
月
ょ
り
は
じ
め
て
こ
の
祭
あ
り
、
神
祇
官
に
て
お
こ
な
は
る
、
弁
か
ね
て
よ
り
諸
国
の
め
し
物
を
も
よ

ほ
し
と

ゝ
の
へ
ら
る
、
自
猪
白
鶏
や
う
の
も
の
な
り

３
案
内
者
し

一
読
す
れ
ば
、
前
半
は

『
年
中
行
事
耳
合
』
に
、
後
半
は

『
公
事
根
源
』
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
歴
然
と
し
て
い
る
。
以
下

一
々
例
示

し
な
い
が
、
全
体
と
し
て

『
公
事
根
源
』
よ
り
盗
む
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

こ
れ
ら
先
行
二
書
に
出
て
来
な
い
行
事
、
即
ち
民
間
の
年
中
行
事
は
喜
雲
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
考
え
て
い
い
し
、
こ
の
書
の
面
白
さ
も
そ

の
点
に
存
す
る
と
い
っ
て
い
い
。
中
に
年
中
行
事
の
枠
に
は
収
ま
ら
な
い
よ
う
な
記
事
も
あ
る
が
、
ま

っ
た
く
無
関
係
の
も
の
は
な
く
、

総
合
的
に
扱

っ
た
年
中
行
事
書
と
し
て
完
成
度
の
高
い
も
の
で
あ
る
。

喜
雲
が
本
書
を
執
筆
す
る
に
至

っ
た
動
機
を
幾

つ
か
数
え
挙
げ
ら
れ
る
。
処
女
作

『京
童
』
は
京
都
の
名
所
案
内
記
で
あ
る
が
、
そ
の

中
に
寺
社
の
祭
礼
に
触
れ
て
い
る
箇
所
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
名
所
と
し
て
寺
社
を
記
す
場
合
、
そ
の
寺
社
の
主
だ

っ
た
祭
礼
を
記
す
の

は
当
然
と
い
え
ば
当
然
で
あ
る
。

『
案
内
者
』
巻

一
の
初
寅
の
条
に

「鞍
馬
寺
の
事
は
京
わ
ら
べ
に
か
き
つ
け
は
ん
べ
る
」
と
あ
り
、　
巻



四
の
六
道
参
の
条
に

因
縁
の
事
、
此
六
道
に
か
ぎ
ら
ず
、
京
わ
ら
べ
な
ら
び
に
あ
と
お
ひ
と
名
づ
け
侍
る
、
追
加
に
書
べ
き
分
は
こ
の
さ
う
あ
ん
に
も
ら

し
つ
、

と
あ
る
。
「追
加
」
と
は

『京
童
跡
追
』
を
指
し
て
い
る
。
名
所
記
と
年
中
行
事
の
親
近
性
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
『案
内
者
』
執
筆
の
一

因
が
名
所
記
に
あ
っ
た
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
。
ま
た
、
喜
雲
は
貞
徳
な
ど
の
周
辺
に
い
た
俳
人
で
あ

っ
た
。
俳
人
に
と
っ
て
年
中
行
事
は

基
本
的
な
知
識
で
あ
り
、
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
『
は
な
ひ
草
』
、
『誹
諧
初
学
抄
』
な
ど
俳
諧
作
法
書
に
は
、
概

ね

「
四
季
の
詞
」
と
し
て
年
中
行
事
に
関
す
る
簡
略
な
説
明
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
面
で
も
喜
雲
が

『案
内
者
』
を
執
筆
す
る

因
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に

『案
内
者
』
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た

一
無
軒
道
冶
作

『難
波
鑑
』
（延
宝
八
年
刊
）
に
つ
い
て
触
れ
る
。
影
響
を
受
け
た
と

書
い
た
が
、
端
的
に
い
う
と
盗
ん
で
来
た
箇
所
が
幾
つ
か
あ
る
の
で
あ
る
。
盗
む
と
い
え
ば

『案
内
者
』
も
先
行
文
献
に
依
っ
て
い
た
こ

と
既
述
の
如
く
で
あ
り
、
同
じ
文
献
に
依
っ
て
執
筆
し
た
た
め
に
似
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
場
合
も
あ
り
う
る
。
明
ら
か
に

『案

内
者
』
の
文
章
を
盗
ん
だ

一
例
を
示
そ
う
。
や
や
長
文
に
な
る
が
、
『案
内
者
』
巻
二
の
二
月
廿

一
日
御
影
供
の
条
に

か
ち
よ
り
ゆ
く
若
も
の
は
、
足
ど
り
は
や
く
え
も
ん
ひ
き
つ
く
ろ
ひ
、
あ
み
笠
ふ
か
く
か
ぶ
り
さ
し
扇
し
た
る
は
、
さ
な
が
ら
し
の

川
か
た
ま
つ
か
た
あ
れ
ば
に
や
と
お
し
は
か
ら
る
ゝ
、
剰
例
目
廓
の‐
引
ョ
ーこ―
川
割
洲
司
国
利
団
丹
波
口
に
お
ろ
し
あ
る
は
二
人
塚
に

か
き
す
ゑ
さ
せ
、
内
よ
り
出
る
め
ん
／
ヽ
、
宿
の
首
尾
し
す
ま
し
た
り
と
う
れ
し
げ
に
ほ
そ
溝
を
と
び
こ
え
、
あ
と
に
つ
れ
た
る
僕

の
な
り
ふ
り
ま
で
心
に
か
け
潜
上
す
る
こ
そ

（後
略
）

と
あ
る
が
、
『難
波
鑑
』
巻
二
の

「瓢
箪
町
夜
見
世
　
一二
月
朔
日
」
の
条
に
は

2ゴ δ (ゴ 29) 中 川 喜 雲 覚 書
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と
う
れ
し
げ
に
、
跡
に
つ
れ
た
る
僕
の
な
り
ふ
り
ま
で
に

（後
略
）

と
あ
る
。
傍
線
の
部
分
が
ま

っ
た
く
同
文
で
あ
る
。
京
の
島
原

へ
行
く
人
々
の
様
子
を
大
坂
の
瓢
箪
町
の
場
面
に
置
き
換
え
て
い
る
わ
け

で
、
こ
う
い
っ
た
類
の
も
の
が
散
見
で
き
る
の
で
あ
る
。
道
冶
が

『
難
波
鑑
』
執
筆
の
際
に

『
案
内
者
』
を
机
上
に
置
い
て
参
照
し
て
い

た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
あ
る
ま
い
。

寛
文
七
年
に
第
五
作
目

『京
童
跡
追
』
を
刊
行
し
た
。
外
題
は

「
錬
あ
と
を
ひ
」
、
「術
廠
述
を
ひ
」
の
二
種
、
内
題
は

「跡
追
」
と
の
み
刻

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
従
来
よ
り
呼
称
さ
れ
て
い
る

『
京
童
跡
追
』
な
る
書
名
を
使
用
す
る
。
諸
本
に
つ
い
て
は
近
世
文
学
資
料
類

従
『京
童
跡
追
』
の
拙
解
題
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
い
ま
簡
単
に
要
点
を
記
し
て
お
く
。
寛
文
七
年
九
月
に

『京
童
』
を
出
版
し
た
書
卑
八

文
字
屋
五
兵
衛
が
刊
行
し
た
。
序
文
末
に

「中
川
喜
雲
撰
」
な
る
署
名
が
あ
る
。
そ
の
後
、
山
森
六
兵
衛
が
こ
の
板
木
を
取
得
し
、
そ
の

際
に
全
面
的
に
覆
刻
の
板
木
を
作
成
し
た
。
即
ち
、
山
森
は
二
組
の

『
京
童
跡
追
』
の
板
木
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
原

刻
と
覆
刻
を
挿
絵
の
有
無
に
よ

っ
て
二
分
し
、
互
い
に
補
完
す
る
形
で
二
種
の

『
京
童
跡
追
』
を
作
成
し
た
。　
一
は
刊
記
の
書
卑
名
部
分

に
匡
郭
が
な
く
、
他
は
匡
郭
が
あ
る
。
後
者
は
二
次
ま
で
確
認
済
み
で
あ
る
。
そ
の
二
次
の
板
木
が
そ
の
ま
ま
平
野
屋
佐
兵
衛
に
譲
渡
さ

れ
、
書
卑
名
の
部
分
に

「平
野
屋
佐
兵
衛
開
板
」
と
だ
け
入
木
し
、
他
は
何
の
改
変
も
加
え
ず
に
出
版
さ
れ
た
。
山
森
の
段
階
で
何
故
に

覆
刻
の
板
木
を
こ
し
ら
え
、
そ
れ
を
原
板
木
と
混
ぜ
て
、
二
種
の

『
京
童
跡
追
』
を
出
版
し
た
の
か
、
そ
の
事
情
は
不
明
と
し
か
い
い
よ

う
が
な
い
。

自
序
に
よ
れ
ば
、

『京
童
』
の
欠
け
た
部
分
を
補
う
た
め
に
、
万
治
二
年
に
は
本
書
の
初
稿
が
成
立
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
本
屋
に
初

稿
を
渡
す
前
に
、
喜
雲
は
田
舎
わ
た
ら
い
し
た
た
め
に
未
刊
と
な

っ
て
し
ま
い
、
十
年
程
経
過
し
て
し
ま

っ
た
と
い
う
。
こ
の
間
公
刊
の

意
志
を
持
ち
続
け
て
い
た
こ
と
は
、
『案
内
者
』
に
つ
い
て
述
べ
た
時
に
引
用
し
た

「六
道
参
」
の
条
の

一
文
に
よ

っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
期
間
に
初
稿
を
手
直
し
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
芸
州
厳
島
等
新
し
い
項
目
を
幾

つ
か
書
き
加
え
て
、
寛
文
七
年
五
月
頃
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に
頻
り
と
清
書
を
し
て
い
た
の
で
あ
る

（巻
三

「春
日
」
の
条
）。

た
だ
、
初
稿
に
手
直
し
を
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
初
稿
が

『
鎌
倉
物
語
』
の
よ
う
に
引
用
文
献
の
多
い
名
所
記
で
あ

っ
た
と
は

考
え
難
い
。

『
鎌
倉
物
語
』
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、

鎌
倉
と
い
う
土
地
で
あ
る
か
ら
こ
そ
の
引
用
文
献
の
多
用
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

『京
童
跡
追
』
の
初
稿
に
も
刊
本
と
同
じ
よ
う
な
、
名
所
記
と
し
て
逸
脱
し
た
自
己
の
感
慨
を
述
べ
る
部
分
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

寛
文
十
年
刊
書
籍
目
録
に

「
三
冊
　
女
筆
往
来
　
中
川
喜
雲
作
」
と
あ
る
。
こ
の
書
は
未
見
で
あ
る
が
、
石
川
謙
氏
編

『
女
子
用
往
来

分
類
目
録
』

に
寛
文
頃
刊
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

『
国
書
総
目
録
』
に
よ
れ
ば
同
名
の

一
冊
本
が
東
京
教
育
大
学
附
属
図
書
館
に
蔵

さ
れ
て
い
る
由
、
た
だ
し
こ
れ
ま
た
未
見
の
た
め
喜
雲
の
作
な
り
や
否
や
は
不
明
で
あ
る
。

延
宝
三
年
刊

『
新
増
書
籍
目
録
』
に

一　

道
中
付

一　
同
誹
諧
入

一　
同
大
全

ユハ
　
同
名
所
記
　
中
川
喜
雲

と
あ
る
。

「道
中
名
所
記
」
な
る
六
冊
本
が
中
川
喜
雲
の
著
作
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
如
何
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。　
こ
れ
以
前
の
書
目
に

は
寛
文
六
年
頃
刊

『
和
漢
書
籍
目
録
』
に

一
冊
　
道
中
記

一
冊
　
同
絵
入

六
冊
　
同
名
所
記

な
る
記
載
を
見
る
が
、
作
者
名
は
刻
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
て
い
ま
記
し
た
二
書
目
を
具
に
見
る
と
万
治
二
年
頃
刊

『
東
海
道
名
所
記
』
六
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冊
の
記
載
が
な
く
、
そ
れ
以
外
の
寛
文
十
年
、
寛
文
十

一
年
刊
書
目
な
ど
に
は
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
逆
に

『
東
海
道
名
所
記
』
の
載
せ
ら

れ
て
い
る
書
目
に
は
、

「
道
中
名
所
記
」
の
記
載
が
な
い
の
で
あ
る
。

更
に
考
え
て
み
る
と
、
寛
文
頃
の

「道
中
記
」
は
大
体
、
東
海
道

の
道
中
記
し
か
出
版
さ
れ
て
い
な
い
。
寛
文
十

一
年
刊
書
目
に
は

一
冊
　
東
海
道
中
記

六
冊
　
同
名
所
記
　
　
松
雲
作

（下
略
）

と
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
判
断
す
る
に
、

「道
中
名
所
記
」
と
は
東
海
道
の
名
所
記
の
こ
と
に
相
違
な
く
、
そ
れ
は
浅
井
了
意
作

『
東

海
道
名
所
記
』
を
指
す
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
延
宝
三
年
書
目
の
作
者
附
は
書
目
に
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
誤
り
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
中
川
喜
雲
に

「
道
中
名
所
記
」
の
著
作
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

注

（
１
）

「中
川
喜
雲
の
年
令
に
つ
い
て
」
翁
北
大
近
世
文
学
研
究
会
会
報
」
１４
）

（
２
）

後
述
す
る
よ
う
に
推
定
で
あ
る
。

（
３
）

位
を
所
持
し
て
い
れ
ば
署
名
に
使
用
す
る
は
ず
だ
し
、
「御
湯
殿
の
上
日
記
」
巻
十

（延
宝
三
年
よ
り
貞
享
四
年
ま
で
）
に
、
法
橋
、
法
眼

な
ど
を
授
け
ら
れ
た
医
者
が
御
礼
に
来
る
記
述
が
お
び
た
だ
し
く
あ
る
が
、
喜
雲
の
名
は
見
出
せ
な
い
。

（
４
）

「案
内
者
」
に
は
万
治
三
年
の
京
都
の
叙
述
が
幾
つ
か
あ
る
し
、
「案
内
者
」
も
寛
文
二
年
に
京
都
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。




